
令和３年度スポーツ振興課事業振り返り

事業名
通し

番号
取り組み 概要

R3決算額

（単位千円）
R3実績

R4予算額

（単位千円）

R5予算額

（単位千円）
R3自己評価（取り組み別） R3自己評価（事業別）

1 ・ニュースポーツ体験教室
ボッチャやミニテニス等子どもから大人までが一緒に楽しむことのできるニュース

ポーツを紹介、体験をする。
7回82人

子どもから高齢者まで幅広い方にスポーツに触れる機会を提供できている。定期的に開催してお

り、リピーターが多い。

2
・ノルディックウォーキング初心者体験教

室（屋外）

ノルディックポールを使用してのウォーキング体験。公園内で手法を学び、あらかじ

め設定した３～４㎞のコースを歩く。
5回82人

平均的に20名前後の参加者がおり、徐々に事業が定着してきている。また、市民団体が自主的にノ

ルディックウォーキングを始めるきっかけにもなっており、事業実施により高齢者をはじめ参加者

の健康増進に繋がっている。

3 ・ボッチャフレンドカップ（総合体育館）
年齢や障害の有無に関わらず、多様な市民同士の交流や、誰もが気軽にスポーツに親

しむ機会の提供を目的とした、ユニバーサルスポーツ「ボッチャ」の大会。
1回84人

ボッチャフレンドカップを通じて、子どもから高齢者、障がい者など誰もが気軽にスポーツに親し

む機会、交流の場の提供ができた。

4
・グラウンドゴルフ体験教室（南豊ヶ丘

フィールド）
南豊ヶ丘フィールドの地域貢献デーを活用し、無料開放されたグラウンドで実施。 13回335人

平均的に30人前後の参加者がおり、事業が定着してきている。リピーターも多く、事業実施により

高齢者をはじめ参加者のコミュニティの場となっており、健康維持・増進に繋がっている。

5
・快汗スポーツDAY（ニュースポーツ体

験）

市内体育施設を無料開放し、各所において健康チェックやスポーツ教室、競技体験等

を実施。
1回34人

新型コロナウイルスの影響により規模を縮小して実施。ニュースポーツ体験を行い、誰もが楽しめ

るスポーツ環境の創出を行ったが、規模縮小により健康チェックは実施できなかった。

6 ・ニュースポーツラリー

多世代、障害の有無に関わらず楽しめるニュースポーツ体験型イベント。

ボッチャ・ネオテニス・ディスクゴルフなどの数多くの種目が一度に体験できること

を目的に開催。

中止 新型コロナウイルスの影響により中止

7 ・八ヶ岳子どもサッカー体験教室
多摩市、稲城市、長野県富士見町の3自治体の子どもが東京ヴェルディのコーチの指

導の下、サッカーを通じた交流を図る。
中止 新型コロナウイルスの影響により中止

8 ・大学連携スポーツ教室 市内大学と連携し、小学生等を対象にスポーツ教室を行う。 中止 新型コロナウイルスの影響により中止

9 ・新春歩こう会 登戸（２０㎞）武蔵小杉（１０㎞）から川崎大師駅まで多摩川河川敷を中心に歩く。 中止 新型コロナウイルスの影響により中止

10 ・小学生ゴルフ教室
多摩市連光寺にある米軍多摩ヒルズゴルフコースでタマキッズゴルフの会指導による

ゴルフ教室。
中止 新型コロナウイルスの影響により中止

11 ・読売巨人軍　小学校訪問　幼保訪問 読売巨人軍のアカデミーコーチや選手による野球、ベースボール型授業の実施。
11校2園1,057

人

読売巨人軍のアカデミーコーチや選手による野球、ベースボール型授業の実施した。 技能習得のコ

ツやゲームの進め方などを直接児童に指導しながら、児童の技術習得のレベルアップの場を提供で

きた。

12 ・市民体育大会
市民の健康の保持・増進と各スポーツの技術向上を目的として開会式や競技大会を実

施。

32団体5,753

人

市民体育大会は、多くの市内各競技チームの活動目標となっており、市民の健康増進とスポーツ技

術向上に大きく寄与している。

13 ・武道祭 体育協会主催。体協加盟の武道団体が集い演武を披露する。 中止 新型コロナウイルスの影響により中止

スポーツ大会等派遣事業 14
・都民体育大会（東京都市町村総合体育大

会）選手派遣
都民大会や市町村総合大会に多摩市の代表選手を派遣する。 983 1種目5人 3,835 3,835

都内のレベルの高い試合を経験、観戦することで、選手の競技レベル向上することに寄与してい

る。

都内のレベルの高い試合を経験、観戦することで、選手の競技レベル向上することに寄与して

いる。

地域スポーツ振興事業 15 ・地域スポーツ振興事業
生涯スポーツの振興と地域コミュニティの促進を図るため、地域スポーツ振興会等に

対し物的支援を行う。
0 実施無 27 27 新型コロナウイルスの影響により実施無

地域でのスポーツ振興を図るため、30年程前にスポーツ振興会を設置したが、現在は大栗川地

域スポーツ振興会一つのみが存続している状況。地域で行われるスポーツに「触れる」「楽し

む」機会や地域の交流を創出しており、引き続き支援が必要と考える。

16
・東京ヴェルディ・ベレーザ公式戦観戦、

公開練習試合等

多摩市をホームタウンとする東京ヴェルディの公式戦優待や練習場としている陸上競

技場での公開練習試合を実施。

公式戦1回533

人

11月7日の東京ヴェルディホームタウン戦に合わせ、多摩市ホームタウンデーとして多摩市民を無

料又は優待価格で招待した。本事業で、多くの市民が生でプロスポーツを観戦する機会を創出し、

スポーツや多摩市をホームタウンとする東京ヴェルディに対する関心を持つきっかけの提供できた

と考える。また、当日は多摩市制５０周年に関する展示等も行い、スポーツ以外の面でも多摩市を

PRできた。

17 ・ヴェルレンジャー事業
東京ヴェルディの各競技アスリートやコーチによる教室。スポーツサイクル、フット

サル、セパタクロー、野球等を実施。
4回49人

各競技アスリートやコーチから技術等を学ぶことができる貴重な機会であるが、サッカー以外の競

技については、申込者が少ない実態があり、周知方法など課題がある。

18 ・小学校選手派遣事業 アスリートと直接触れ合うことで、スポーツの楽しさ興味を持ってもらう取組。 中止 新型コロナウイルスの影響により中止

19 ・学校訪問型障がい者スポーツ授業
市内小中学校を対象とし、障害者スポーツの普及及び障害者理解促進を目的として実

施。
16回947人

毎年、多くの市内小中学校が利用を希望しており、東京ヴェルディに所属する現役障がい者アス

リートや障がい者スポーツの指導員を派遣することで、障がい者スポーツを通じた障がい者理解促

進や障がい者アスリートの技術力の高さや障がい者スポーツの奥深さに触れることができた。

20 ・障がい者スポーツ体験教室
民間企業である京王SCと東京ヴェルディと多摩市による協働事業。障がい者でも取

り組みやすいスポーツ教室を展開。
9回78人

本事業は、東京ヴェルディと京王聖蹟桜ヶ丘SCとの協働により、総合体育館や駅近くのアクセスが

良い商業施設内で東京ヴェルディのコーチの指導の下、スポーツを体験できる貴重な事業である。

従来より市内障がい者通所施設からも多くの方が参加していたが、新型コロナウイルス感染症の影

響により一部参加を見合わせている事業所もあり、コロナ禍前に参加していた方が再び参加できる

ような働きかけが課題である。

21 ・スポーツボランティア 多摩市が主催・協力するスポーツイベントの企画・運営をサポートする。

22 ・楽しく！美しい！ラジオ体操教室
国士舘大学男子新体操部の先生の指導の下、コミュニティセンターでラジオ体操教室

を実施。
140

23 ・自転車ロードレース
東京２０２０で多摩地域で開催された自転車ロードレースのレガシーを繋ぐため、使

用コース等を活用したレースを実施するため、運営に協力する。

18名のスポーツ推進委員の方々の精力的な活動により、市内の身近な場所でだれもが楽しめる

スポーツ環境の創出し、幅広い年代の方の健康維持・増進、スポーツに触れる機会や市民交流

に繋がっている。新型コロナウイルスの影響により、事業が中止になった期間があったが、体

を動かす機会の減った市民にとっても貴重な場を提供できたと考える。

来年度以降も事業を継続し、多くの市民の方が日常の中でスポーツに「触れる」「楽しむ」機

会を提供し続けていく。

新型コロナウイルス感染症の影響により多くの事業が中止となった。本事業は、アスリートの

指導による児童の競技レベルアップやアスリートに触れる貴重な機会であるため、コロナ禍に

おける事業継続は課題である。

新型コロナウイルス感染症の影響により、武道祭や一部市民体育大会競技が中止となった。市

民体育大会や武道祭は、多くの市内各競技チーム等の活動目標となっており、市民の健康維

持・増進とスポーツ技術向上に大きく寄与しており、コロナ禍における事業継続は課題であ

る。

平成24年に締結した「多摩市と東京ヴェルディによるまちづくりの推進に関する基本協定書」

に基づき、スポーツ、文化、教育、健康づくり、介護予防、地域振興など様々な分野に関する

事項について協力することになっている。市と東京ヴェルディと協働することで、多摩市民に

トップアスリート等による質の高い指導によるレベルアップやスポーツに触れる機会、市を

ホームタウンとする東京ヴェルディを応援することで生まれる市民の一体感の創出。また、学

校訪問型障がい者スポーツ授業や障がい者スポーツ体験教室をきっかけに障がい者理解促進な

ど他方面でも良い影響が出ている。引き続き、東京ヴェルディと協働することで、多摩市のス

ポーツ振興を推進していく。
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